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２３名
めい

の１年生
ねんせい

を迎
むか

えました（4/8） 

 満開
まんかい

の桜
さくら

のもと、令和
れ い わ

６年度
ね ん ど

の入学式
にゅうがくしき

を挙行
きょこう

しました。 

 今年
こ と し

は、数年
すうねん

ぶりに、全校
ぜんこう

で、２３名
めい

の１年生
ねんせい

を迎
むか

えました。６年生
ねんせい

と一緒
いっしょ

に入 場
にゅうじょう

した子
こ

どもたちは、少
すこ

し緊張
きんちょう

している様子
よ う す

が見
み

られましたが、担任
たんにん

の先生
せんせい

から名前
な ま え

を呼
よ

ばれると、

一人
ひ と り

一人
ひ と り

、しっかりと返事
へ ん じ

をすることができました。また、「はい。」と返事
へ ん じ

をした後
あと

には、

お辞儀
じ ぎ

までしていたのには感心
かんしん

しました。その後
ご

、校長
こうちょう

先生
せんせい

からの話
はなし

を聞
き

きましたが、その

時
とき

もしっかり話
はなし

を聞
き

くことができていました。校長
こうちょう

の話
はなし

では、「アンパンマン
あ ん ぱ ん ま ん

のように、

困
こま

っている子
こ

やひとりぼっちでいる子
こ

がいたら、『大丈夫
だいじょうぶ

？』『一緒
いっしょ

にあそぼ。』と声
こえ

をかけ

てあげる優
やさ

しい子
こ

になってほしい」「ドラ
ど ら

えもんの友
とも

だちのように、困
こま

ったときや大事
だ い じ

なとき

には、みんなで力
ちから

を合
あ

わせる子
こ

になってほしい」と話
はな

しました。また、そのためにも、「し

っかり勉強
べんきょう

をして、いろんなことを覚
おぼ

えましょう。」とも話
はな

しました。 

 早
はや

く学校
がっこう

になれて、みんなで一緒
いっしょ

に勉強
べんきょう

したり、遊
あそ

んだり、おいしい給 食
きゅうしょく

を食
た

べたりす

るのを楽
たの

しんでほしいなと思
おも

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

５・６年生
ねんせい

 １年生
ねんせい

を迎
むか

える準備
じゅんび

をしました（4/5） 

４月
がつ

５日
い つ か

（金
きん

）には、５・６年生
ねんせい

が登校
とうこう

し、１年生
ねんせい

を迎
むか

える準備
じゅんび

をしました。てきぱきと椅子
い す

を並
なら

べてい

る姿
すがた

や、１年生
ねんせい

に喜
よろこ

んでもらおうと工夫
く ふ う

して飾
かざ

り付
つ

けをしたりしている姿
すがた

に、高学年
こうがくねん

としての自覚
じ か く

を感
かん

じました。  

これからもよろしくお願
ねが

いします。 

「考
かんが

えることを楽
たの

しむ」「友
とも

だちと『できる方法
ほうほう

』を考
かんが

える」 
 今日

き ょ う

の始業式
しぎょうしき

では、子
こ

どもたちに次
つぎ

のような話
はなし

をしました。 

まず、私
わたし

が、自分
じ ぶ ん

が先生
せんせい

になりたいと思
おも

うようになった 1枚
まい

の

写真
しゃしん

との出合
で あ

いの話
はなし

をしました。右
みぎ

の写真
しゃしん

は、私
わたし

が「こんな先生
せんせい

に

なりたい」と思
おも

っている林
はやし

竹
たけ

二
じ

先生
せんせい

が、2年生
ねんせい

の子
こ

どもたちと授業
じゅぎょう

をしたときに撮影
さつえい

された写真
しゃしん

です。印刷
いんさつ

ではわかりにくいと思
おも

いま

すが、何
なん

とも言
い

えないすてきな表 情
ひょうじょう

をしています。授業
じゅぎょう

で、子
こ

ど

もたちのこうした表 情
ひょうじょう

を引
ひ

き出
だ

したいと思
おも

い、これまでも授業
じゅぎょう

を

してきましたが、何年
なんねん

経
た

っても、林
はやし

先生
せんせい

のような授業
じゅぎょう

はできませ

ん。 

でも、子
こ

どもたちから、この子
こ

に負
ま

けないくらいの表 情
ひょうじょう

を引
ひ

き出
だ

す授業
じゅぎょう

を、子
こ

どもたちや

先生
せんせい

とめざしていきたいと思
おも

っています。そのために、子
こ

どもたちには、次
つぎ

の2つのことを話
はな

しました。 

１つは、「考
かんが

えることを楽
たの

しむ」ということです。クイズ
く い ず

の場面
ば め ん

を例
れい

に出
だ

しながら、答
こた

えま

で至
いた

らなくても、「考
かんが

えることが楽
たの

しい」と子
こ

どもたちには感
かん

じてほしいと話
はなし

をしました。以前
い ぜ ん

、

大学
だいがく

の物理学
ぶつりがく

専攻
せんこう

の先生
せんせい

と話
はなし

をしていたときにも、「学校
がっこう

では、必
かなら

ず答
こた

えがあるという教
おし

え方
かた

をしているけれども、物理
ぶ つ り

の世界
せ か い

に限
かぎ

らず、世
よ

の中
なか

には、答
こた

えの出
で

ないことの方
ほう

が多
おお

いという

ことも、教
おし

えないといけない。」と少
すこ

し強
つよ

い口調
くちょう

で言
い

われました。子
こ

どもたちには、答
こた

えが求
もと

め

られること以上
いじょう

に、それを求
もと

めるまでの過
か

程
てい

に意味
い み

を見出
み い だ

し、「考
かんが

えることが楽
たの

しい」と思
おも

え

るようになってほしいと思
おも

っています。 

２つは、「友
とも

だちと『できる方法
ほうほう

』を考
かんが

える」ということです。この言葉
こ と ば

は、『高校生
こうこうせい

レスト
れ す と

ラン
ら ん

』をプロデュース
ぷ ろ で ゅ ー す

した岸川政之
きしかわまさゆき

さんの言葉
こ と ば

ですが、子
こ

どもたちには、失敗
しっぱい

したり、間違
ま ち が

っ

たり、うまくいかなかったりしたときこそ、友
とも

だちと「できる方法
ほうほう

」を考
かんが

えるチャンス
ち ゃ ん す

である

ことを話
はな

しました。そうした時
とき

に、「無理
む り

。」「できない。」「やめとこ。」と言
い

うのではなく、「こ

うしたらどうだろう。」「こうしたらいいんじゃない。」など、友
とも

だちと「できる方法
ほうほう

」を出
だ

し合
あ

い、やってみようと話
はな

しました。 
 

壬
み

生野
ぶ の

小
しょう

だより 

☆家庭
か て い

での学習
がくしゅう

について☆ 

 新学年
しんがくねん

を迎
むか

えて、子
こ

どもたちは色々
いろいろ

なことに取
と

り組
く

もうという気持
き も

ちでいっぱいだと思
おも

い

ます。その気持
き も

ちを大切
たいせつ

に、教 職 員
きょうしょくいん

一同
いちどう

、日々
ひ び

の学習
がくしゅう

の中
なか

で子
こ

どもたちが学
まな

びを深
ふか

め、

「わかる」「楽
たの

しい」と思
おも

える授業
じゅぎょう

の取
と

り組
く

みを進
すす

めていきたいと考
かんが

えています。 

ただ、学習
がくしゅう

の習慣
しゅうかん

をつけるためには、家庭
か て い

での学習
がくしゅう

の積
つ

み重
かさ

ねが非常
ひじょう

に大切
たいせつ

になって

きます。 

そこで、本年度
ほんねんど

は、全学年
ぜんがくねん

、カード
か ー ど

の名称
めいしょう

を「家庭
か て い

学習
がくしゅう

カード
か ー ど

」で統一
とういつ

をします。内容
ないよう

と

しては、「音読
おんどく

」「各学年
かくがくねん

の課題
か だ い

」「１０分間
ぷんかん

の読書
どくしょ

」「（学年
がくねん

に応
おう

じて）自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

」を、引
ひ

き続
つづ

き、取
と

り組
く

んでいきたいと考
かんが

えています。 

子
こ

どもたちが学
まな

びを深
ふか

めていくためにも、家庭
か て い

学習
がくしゅう

の大切
たいせつ

さをご理解
り か い

いただき、ご協 力
きょうりょく

よろしくお願
ねが

いします。保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

の「確認
かくにん

サイン
さ い ん

」もお願
ねが

いします。 

 


